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Abstract Usage patterns of nectar resource plants by butterfly communities were studied from 
April to November 2004 in the Arakawa river basin, Adachi-ku, Tokyo. 12 varieties of nectar re- 
source plants were recorded in this study. These were conspicuous herbaceous and perennial plants 
commonly seen in grassland in the Arakawa river basin. Resource breadth of butterflies was vari- 
able among butterfly species. It was positively correlated with both number of nectar resource vari- 
eties utilized by butterflies and numbers of butterflies observed to use the resource plant. 
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は じ め に 


埼玉 県 か ら 東 京都 を 流れ る 荒川 は , 奥 秩 父 の 甲 武 信 后 を 源流 と し , 東京 湾 に 注ぐ 一 級 河川 で ある . そ 
の 下流 部 は 川幅 が 500 m 以上 あり , 東京 の 下町 地区 で は 貴重 な オー プン スペ ー ス に な っ て いる . アシ 原 
や 草原 に は 様々 な 生物 が 生息 し , 河川 生態 系 上 で 重要 な 場所 と な っ て いる . 近年 ,. ト ラン セク ト 法 (ルー 
ト セ ン サ ス 法 ) に よる チョ ウ 類 群集 の モニ タリ ング 調査 が 盛ん に 行わ れ て いる (石井 ら , 1993: 関谷 , 
1998; 北原 , 2003; 吉田 , 2004). 現在 トラ ン セ クト 法 は 群集 を モニ タリ ング で きる 数 少な い 簡 便 な 手法 と 
LT, また 保全 生態 学 的 に 寄与 で きる 手法 と し て , その 地位 を 確立 し つつ ある . トラ ン セ クト 法 に よ 
る 研究 の ほとん ど は チョ ウ 上 類 群集 の 成虫 の 個体 数 に 基づく モニ タリ ング 調査 で ある . これ ら の 多く は 
集積 され た 記録 を 基 に し て 生息 環境 と チョ ウ 類 群集 の 構造 を 解析 し た 研究 が 多い . 


と ころ で , チョ ウ 類 は 幼虫 も 成虫 も その 食物 資源 の ほとん ど を 植物 に 依存 し て いる . 幼虫 の 食 草 や 成虫 
の 吸 蜜 植物 を 植 栽 し た こと に より , チ ョ ウ の 種類 数 や 個体 数 の 増加 に つなが る こと が 指摘 きれ て お り 
(今井 , 1998), チ ョ ウ 類 保全 の た め に 吸 蜜 植物 の 解析 は 重要 な 部 分 を 占め て いる と 考え られ て いる ( 北 
原 , 2000). これ まで に も 各種 の チョ ウ が どの よう な 吸 蜜 植物 を 利用 し て いる か の 記載 的 研究 は 詳細 に 
記録 きれ て きた が (福田 他 , 1982-1984), チ ョ ウ 類 群集 と 吸 蜜 植物 と の 関係 を 定量 的 に 解析 し , その 保全 
に つい て 考察 し た 研究 は わずか し か な い (北原 , 2000). 筆者 は 前 報 (瀬田 , 2005) で トラ ン セ クト 法 ( ル 
ー ト セン サス 法 ) に よる 荒川 河川 敷 の チョ ウ 類 の 定量 調査 を 行なっ た 結果 と し て , その 季節 消長 に つい 
て 報告 し た . 本 報告 で は 前 報 の 調査 時 に 集積 し た 訪 花 植物 の 記録 を も と に , 荒川 千住 新橋 緑地 に お ける 
チョ ウ 類 群集 の 吸 蜜 植物 利用 様式 に つい て 報告 する . 











調査 地 お よび 調査 方 法 


調査 地 は , 荒川 の 左岸 , 千住 新橋 と 常盤 線 鉄橋 の 間 の 河川 敷 で あり , 荒川 千住 新橋 緑地 左岸 下流 と 呼 
ば れ て いる (東京 都 足 立 区 足立 一 丁目 地 先 - 足立 二 丁目 地 先 ) . 河川 敷 の 大 部 分 は 草原 と 湿地 に な っ 
て お り , 草原 内 に は 遊歩 道 が つく られ て いる . この 遊歩 道 を 歩き な が ら 河 川 敷 を 周回 する 1.8 km の 調査 
ルー ト を 設定 し た . 調査 期間 は 2004 年 4 月 か ら 11 月 と し , 原則 と し て 月 に 2 回 ($ 月 は 3 回 ), 計 17 回 
の 調査 を 行なっ た . 調査 方 法 は ルー ト セ ン サ ス 法 QR, 1998a, b) と L, 晴天 また は 明る い 曇 天 で 微風 
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の 日 を 調査 日 と し た . 調査 範囲 は ルー ト の 左右 5 m 以 内 と し , チ ョ ウ の 種類 と 個体 数 , 利用 し て いた 吸 
蜜 植物 の 種類 と 訪 花 個体 数 を 記録 し た . 


結果 お よび 考察 


荒川 千住 新橋 緑地 で は 調査 期間 を 通じ て 12 種類 の 吸 窒 植物 が 確認 され た . Table 1 に 確認 され た 吸 密 
植物 に 対 し て , それ を 利用 し た チョ ウ の 種類 と 訪 花 個体 数 を 示し た . 各 吸 窒 植物 を 利用 し た チョ ウ の 種 
類 数 と 訪 花 個体 数 の 間 に は 正 の 相関 関係 が あり (720.91), 多く の 種類 の チョ ウ に 利用 され て いた 吸 蜜 
植物 は , 多く の 個体 に 利用 され て いる こと が わか る . 4 種類 以上 の チョ ウ に 利用 きれ て いた の は アレ 
チ ハ ナ ガサ Verbena brasiliensis Vell., 0 アカ ツメ クサ Trifolium pratense L., セイ タカ アワ ダチ ソウ Solidago 
altissima L., カン トウ ヨメ ナ Kalimeris pseudoyomena Kitamura, 4 セイ ヨウ タン ポポ Taraxacum officinale 
Weber の 5 種類 で ある . これ ら に 続き 3 種類 以上 の チョ ウ に 利用 きれ て いた の が , a v Y v Z3 Bidens 
pilosa L., ヒメ ジョ オン Stenactis annuus (L.) Cass., シロ ツメ クサ Trifolium repens L. で ある . 訪 花 個 体 数 
か ら 見 る と , 10 個体 以上 の チョ ウ に 利用 きれ て いた 吸 蜜 植物 は アレ チ ハ ナ ガサ , アカ ツメ クサ , カン 
トウ ヨメ ナ , セイ タカ アワ ダチ ソウ で ある . 


アレ チ ハ ナ ガサ は クマ ツ ゾ ラ 科 Verbenaceae の 多年 生 草 で , 大 き な 物 で は 草丈 150 cm に 達する . 近年 
各地 の 河川 敷 で 分 布 を 広げ て いる 帰化 植物 で ある . 花期 は 春 か ら 秋 まで 長期 間 に わ た る が , 最盛 期 は 9 
月 か ら 10 月 で ある . 千住 新橋 緑地 の 吸 密 植物 の 中 で 最も 多く チョ ウ に 利用 きれ て いる . 特に 10 月 の 
訪 花 個体 数 が 多い . 10 月 に 記録 され た 訪 花 個体 の 半数 以上 は この アレ チ ハ ナ ガサ を 利用 し た も の で 
ある . これ は , 秋 に 個体 数 を 急増 させ る ヤマ トシ ジミ Pseudozizeeria maha (Kollar) と ウラ ナミ シジミ 
Lampides boeticus (L.) が 特に この 花 を 好む こと に よる 影響 が 大 きい . ヤマ トシ ジミ で は 訪 花 個体 数 の 
1/2, ウラ ナミ シジミ で は 2/3 を 占め て お り , これ ら の チョ ウ に と っ て 秋 の 個体 数 増加 時 期 の 重要 な 吸 
蜜 植物 と な っ て いる . ま た チャ バネ セセリ Pelopidas mathias (Fabriciuns)、 モ ン キ チョ ツウ Colias erate 
(Esper), ヒメ アカ タテ ハ Cynthia cardui (L) の 吸 徐 植 物 と し て も 大 き な 割 合 を 占め て いる . ア カツ メ ク 
サ は , アレ チ ハ ナ ガサ の 次 に 多く の 訪 花 個体 数 と 種類 数 が 記録 され た 吸 窒 植 物 で ある . 利 用 され て いた 
期間 は 最も 長く ,$ 月 か ら 11 月 まで 長期 間 に わ た っ て いる . 春 か ら 夏 は ツバ メシ ジミ Everes argiades 
(Pallas), 秋 は イチ モン ジ セ セリ に 好ま れ , この 2 種 で は アカ ツメ クサ へ の 訪 花 が 1/2 以 上 を 占め て い 
る . アカ ツメ ク サ は ツバ メシ ジミ 効 虫 の 食 草 に も な っ て いる こと か ら , ツバ メシ ジミ の アカ ツメ クサ へ 
の 依存 度 の 高き が うか が える . カ ント ウヨ メ ナ は , アレ チ ハ ナ ガサ と アカ ツメ クサ に 次 いで 多く の 訪 花 
個体 数 が 記録 きれ て いる が , 利用 し て いた チョ ウ の 種類 数 は 4 種類 と 少な い . 訪 花 個体 数 が 多かっ た 





Table 1. Nectar resource plant variety and butterfly species and individuals utilizing the respective resource. 

















Butterfly species* and number of individuals nectaring Total 
Nectar resource plant PemP.g C.e P.r L.p L.b. Ps.m C.a E.a P.c. C.c. individuals species 
Lactuca indica i 1 1 
Taraxacum officinale 2 2 1 1 6 4 
Bidens pilosa 1 1 2 4 3 
Stenactis annuus 1 5 1 7 3 
Kalimeris pseudoyomena 3 8 13 1 25 4 
Solidago altissima 1 1 2 6 3 1 1 17 7 
Verbena brasiliensis 4 ]7 7 5 6 10 26 1 1 4 81 10 
Oxalis corniculata 4 1 5 2 
Desmodium racemosum 1 1 1 
Trifolium pratense 1-29 2 5 7 1 2 12 3 62 9 
Trifolium repens 1 1 4 6 3 
Commelina communis i 1 1 
Total number of 
individuals nectaring 6 48 11 20 34 15 32 ] 19 1 9 216 
Total number of plant 3 3 4 8 7 5 7 1 5 1 4 12 


species as nectar resource 








* Abbreviations are as follows. Pe. m: Pelopidas mathias, P. g: Parnara guttata, C. e: Colias erate, P. r: 
Pieris rapae, L. p: Lycaena phlaeas, L. b: Lampides boeticus, Ps. m: Pseudozizeeria maha, C. a: Celastrina 
argiolus, E. a: Everes argiades, P. c: Polygonia c-aureum, C. c: Cynthia cardui. 
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Fig. 1. Relationships of number of nectar resource varieties by butterflies and number of individu- 
als of butterfly which utilized the resource. 


の は ヤマ トシ ジミ と ベニ シジミ で ある . 花期 は 9 月 か ら 11 月 に か け て だ が , ウラ ナミ シジミ , イチ モ 
ンジ セセリ , チャ バネ セセリ は , この 時 期 に 個体 数 が 多く な る に も か か わら ず カ ント ウヨ メ ナ へ の 訪 花 
は 確認 で き な か っ た . セイ タカ アワ ダチ ソウ の 訪 花 個体 数 は カン トウ ヨメ ナ に 次 いで 4 番目 だ が , 利 
用 し て いた チョ ウ の 種類 数 は カン トウ ヨメ ナ よ り 多 か っ た . し か し , 吸 蜜 植物 と し て 利用 され た 期間 は 
9 月 か ら 11 月 の 3 ヶ月 に 限ら れ て いた . 


Fig. 1 は 各種 の チョ ウ が 利用 し た 吸 密 植物 の 種類 数 と , 訪 花 個体 数 の 関係 を 示し た も の で ある . 全体 
的 に は 訪 花 個体 数 の 多い チョ ウ は ., 利用 する 吸 蜜 植物 の 種類 数 も 多く な る 傾向 に ある (r-0.56). し か 
L, イチ モン ジ セ セリ Parnara guttata (Bremer & Grey) の よう に 訪 花 個体 数 が 多い も の の , 利用 する 吸 客 
植物 の 種類 数 が 少な い チ ョ ウ も ある . これ と は 逆 に . モン シロ チョ ウ Pieris rapae (L) と ベニ シジミ 
Lycaena phlaeas (L.) は 訪 花 個体 数 の 割 に 利用 する 吸 蜜 植物 の 種類 数 が 多く , 広範 な 植物 を 蜜源 と し て 
利用 し て いる こと が わか る . 


Table 2 は 確認 され た 吸 蜜 植物 と それ を 利用 し た チョ ウ の 種類 数 と 個体 数 を 月 絢 に 示し た も の で ある . 
月 別 変化 を 見 る と , チョ ウ が 利用 し て いた 吸 蜜 植物 の 種類 数 は 4 月 か ら 6 月 に か け て 増加 し , 7 月 と 8 
月 は 少な く な る が ,9 月 に 急増 し て 最大 と な り , 10 月 以降 は 減少 し て いる . これ に 対し , 各種 の 吸 蜜 植物 
を 利用 し て いた チョ ウ の 個体 数 は , 4 月 か ら 徐 々 に 増加 し た 後 , 夏 の 終わ り 頃 か ら 急 増し て 10 月 に 最大 
と な り , 11 月 に は 一 気 に 減 少し た . 最も 多く の 種類 の 吸 蜜 植物 が 利用 きれ た 9 月 に は , チョ ウ の 訪 花 
個体 数 が 51 個体 と 10 月 に 及ば な いも の の , 吸 蜜 植物 の 種類 は 最も 多く ,11 種類 と な っ て いる . 訪 花 個 
体 数 が 最も 多く 確認 され た 10 月 に は ,6 種 類 の 吸 密 植物 に 91 個体 の チョ ウ が 訪 花 し て いた . 全般 的 に 
多く の 種類 の 吸 小 植物 が 利用 され た 月 は 訪 花 個体 数 も 多く な る 傾向 が ある が =0.62), 10 月 の よう に 
訪 花 個体 数 が 多い に も か か わら ず , 吸 蜜 植物 の 種類 が 少な い 月 も ある . これ は 10 月 に 個体 数 の 多く な 
る ヤマ トシ ジミ が アレ チ ハ ナ ガサ を 主要 な 吸 蜜 植物 と し て 利用 し て いた こと に よる と 思わ れる . 


今回 の 調査 に より , 河川 敷 に 普通 に み ら れ る 草本 植物 が , 荒川 河川 敷 の チョ ウ 類 群集 に と っ て , 重要 
な 吸 蜜 植物 に な っ て いる こと が わか っ た . 各種 の チョ ウ に よる 吸 蜜 植物 の 利用 頻度 に は 違い が 見 られ 
る が , 多く の 種類 , そ し て 個体 に 利用 きれ て いた の は , アレ チ ハ ナ ガサ , アカ ツメ クサ , カン トウ ヨメ 
F, セイ タカ アワ ダチ ソウ , セイ ヨウ タン ポポ , コ セ ン ダン グ サ , ヒメ ジョ オン , シロ ツメ クサ な ど で 
ある . 特に アレ チ ハ ナ ガサ は 最も 多く の 種類 の チョ ウ に 利用 され , 利用 し た 個体 数 も 最多 で ある . ア 
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Table 2. Nectar resource plants and number of individuals of butterfly which utilized 
resource plants. 





Nectar resource plants Apr. May Jun. Jul Aug. Sep. Oct Nov. Total 











Lactuca indica 1 1 
Taraxacum officinale 1 1 1 3 6 
Bidens pilosa 2 2 4 
Stenactis annuus 4 3 7 
Kalimeris pseudoyomena 4 20 1 25 
Solidago altissima 1 5 11 17 
Verbena brasiliensis 3 6 13 59 81 
Oxalis corniculata 1 1 1 1 1 5 
Desmodium racemosum 1 1 
Trifolium pratense 1 3 9 20 21 4 4 62 
Trifolium repens 1 1 2 2 6 
Commelina communis 1 1 
Tor an ihero 1 5 10 11 29 51 91 18 216 
individuals 


Total number of species 1 3 5 3 4 1l 6 4 12 





レ チ ハ ナガ サ は バー ベ バナ 属 に 属す る クマ ツ ゾ ヅラ 科 の 帰化 植物 で ある . 近 縁 の 園芸 種 と し て サン ジャ ク 
バー ベ ナ Verbena bonariensis 上. が ある が , この 花 に は 非常 に 多種 類 の チョ ウ が 好 ん で 訪れ る こと が 知ら 
れ て いる (本 田 , 2002. これ ら の 吸 蜜 植物 は カン トウ ヨメ ナ を 除く と ほとん ど が 帰化 植物 で ある . 長 
野 県 の 立地 条件 の 異な る 水田 地域 の チョ ウ 類 群集 と 吸 密 植 物 の 関係 を 調べ た 調査 か ら も, 中 山間 地 
未 整 備 水田 で は 在 来 種 へ の 依存 が 高く, 市街地 の 水田 で は 帰化 植物 や 園芸 植物 へ の 依存 度 が 高く な 
る こと が 報告 きれ て いる (川村 ・ 大 窪 , 2002). 一 般 に チョ ウ 類 の 多様 性 が 最も 高く な る の は , 里山 的 
環境 と いわ れ , 市 街 地 で は 多様 性 が 低下 する (石井 ら , 1995; 本 田 , 1997; 青柳 ・ 吉 尾 , 2002). その 理由 の 
ひと つと し し て, 市 街 地 に は 館 資 源 と な る 植物 が 乏しい こと が 指摘 され て いる (川村 ・ 大 窪 , 2002). チ 
ョ ウ の 食物 資源 と な る 食 草 と 吸 蜜 植物 の 保全 は , チョ ウ 類 群集 の 保全 に 直結 する と 考え られ て お り , 
より 多く の 生態 的 知見 の 蓄積 が 必要 と され て いる (北原 , 2002). し た が っ て , チョ ウ 類 群集 の 保全 を 
考え る た め に は , 群集 構造 や 地域 環境 だ け で な く , 食 草 や 吸 蜜 植物 と の 関係 を より 詳し く 定 量 的 に 調べ 
て いく こと が 必要 に な る と 思わ れる . この 報告 が 荒川 河川 敷 の チョ ウ 類 群集 保全 の 基礎 資料 と な れ 
ば 幸い で ある . 





WoO È 





今回 の 報告 を まとめ る に あたり , 足立 区 南部 公園 管理 事務 所 の 安西 泉 氏 , 荒川 ビジ ター セン ター の 作田 
未知 子 氏 と 山下 美晴 氏 に は 荒川 の 動植物 に つい て 様々 な 情報 を いた だ いた . また , 山梨 県 環境 科学 研究 
所 の 北原 正彦 博士 に は 文献 の 入手 で た い へ ん お 世話 に な っ た . これら の 方 々 に 厚く お 礼 申し 上 げ る . 
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Summary 


Usage patterns of nectar resource plants by butterfly communities were studied from April to November in 
2004 in the Arakawa river basin, Adachi-ku, Tokyo. The study site is located between Senju-shinbashi and 
the Johban railroad bridge, and consists of grassland and marsh. 


12 varieties of nectar resource plants were recorded in this study. The resource breadth of butterflies was vari- 
able among butterfly species. It was positively correlated with both the number of nectar resource varieties 
utilized by butterflies and the number of butterflies which were observed to use the resource plant. . Typical 
nectar resource species were Verbena brasiliensis, Trifolium pratense, Solidago altissima, Kalimeris pseudo- 
yomena, Taraxacum officinale, Bidens pilosa, Stenactis annuus and Trifolium repens. The most used nectar 
resource plant by butterflies was Verbena brasiliensis. Yt was used by 10 species and 81 individuals 
butterflies. These are conspicuous herbaceous and perennial plants and are commonly seen in grassland in the 
Arakawa river basin. But the majority of nectar resources consisted of non-native plants. 


Number of nectar resource species increased from April to June, dropped during mid-summer, and again in- 
creased drastically in September. The number of flower visiting butterflies increased rapidly after late sum- 
mer, showing a peak in October and decreasing after November. 
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